
令和７年度 長崎県立島原翔南高等学校 学校関係者評価 報告 

 

１ 評価の実施期日・場所等  

  日 時：令和８年１月２３日（金） 

  場 所：南島原市西有家総合学習センター（カムス）第１会議室 

 

２ 学校関係者評価委員  

永田 良二 様（学校評議員） 出席 

藤田信一郎 様（学校評議員） 欠席 

山室  立 様（学校評議員） 出席 

松本 添花 様（学校評議員） 出席 

 

３ 学校関係者評価の内容  

（１）教育活動全般について 

・特色をしっかり出されていてすばらしいと思う。 

・地域では、必要な高校と位置づけられている。 
 

（２）学習活動・進路指導について 

・資格取得等、生徒の力を伸ばしていただき、ありがたく思う。 

・学力の見方を変えると、人間としてコミュニケーション能力など高い。 

・就職や進学など進路実現１００％は評価できる。 

・一人一人に応じたご指導に感謝する。 
 

（３）教育環境の整備と美化意識の高揚について 

・学校内の美化意識が高く、実行されている。 

・いつも気持ちよく訪問させていただいている。 
 

（４）保護者、地域等と一体となった教育活動の展開について 

・総合学科発表会など、多くの行事で保護者が積極的に参加されている。 

・各種行事への保護者ほかの参加、学校評価のコメント等、すばらしいと思う。 
 

（５）日頃の本校生の様子（身なり、あいさつ、印象等）について 

・ライオンズクラブ、老人会などと協力して地域の美化に努めている。 

・（小・中学生同様、）高校生のあいさつがよいという地域からの意見があった。 
 

（６）本校に対する提言、助言 

・今の教育でよい。 

・教職員が生徒に寄り添っている教育ができていることをＰＲして、進路実現１００％を「売り」に

してはいかがかと思う。 

・在校生や卒業生、そして保護者からの「島原翔南高校に行って本当によかった」という口づてが一

番だと思う。 

・先生との距離が近い学校であり、生徒の成長が確実に見えているという部分がとてもいいと思う。

そうすることで、保護者としては安心して通わせられる学校と受け取ることができるので、発信を

引き続きやっていくとよい。 


